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児童生徒のライフスタイル ･体力運動能力
や02maX及び運動適応能の相互関連
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Ⅱ.研 究 方 法
A.対象者
小学生は､スポーツテスト等を実施し小学生としてのライフスタイルが確立していると
考えられる6年生 (男子 :38名､女子 :42名)を対象とした｡中学生は､高校受験等の学
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(4)帰宅後の活動
A :外遊び B:室内遊び C:動かない活動
(テレビゲームなど)
(5) テレビゲームの回数






健康度に関する指標 として体重当た り最大酸素摂取量 (寸0 2maX/kg)の値を用いた｡
Vo 2maXは,運動処方を行う際の運動強度の目安 となっており,活動的な健康度のひと
つの尺度 と考えられる｡測定は､自転車エルゴメーター (モナ-ク社製)に運動負荷制御








垂 直 跳 び 走 り幅跳び 走 り幅跳び
背 筋 力 斜 懸 垂 斜懸垂 (女子)
握 力 懸垂 (男子)
伏臥上体そらし ソフ トボール投げ ハン ドボール投げ













出来るに対しそれぞれ 1点, 2点, 3点, 4点の得点評価した｡
(3) 逆立ち (逆さ感覚 と逆立ち支持能力)･-出来ない, 2秒未満, 2秒～10秒未満,10秒
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以上に対しそれぞれ 1点,2点,3点,4点の得点評価した｡





(6) 棒ひねり (体捻転能力)- 1mの棒を背部に通し肘で抱えて左右に捻転し,基本位か
らの変位角度を測定する｡平均 ･標準偏差により4段階評価した｡

















項 目対象 VO 2maX 体 力運動能 力 運動適応能体力診断テスト 運動能力テスト テスト/教師評価
小学坐 男千 0.281 0.192 0.216 0.301
女千 0.320※ 0.263 0.266 0.219



















項目対象 体 力運 動 能 力 運動適応能体力診断テスト 運動能力テスト テスト/教師評価
男中 子IS 0.109 0.196 0.356※
千坐 女千 0.183 0.291 0.287
中学坐 男千 0.228 0.234 0.386※※女 96 318 08
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表 3 運動適応能と休力運動能力との相関
項目対象 体 力 運 動 能 力体力診断テスト 運動能力テスト
小学生 男千 0.217 0.283
女千 0.300 0.382※
中学坐 男 0.354 0.372
千 ※ ※
女 11 48

























起点を探ろうとした｡そのサイクルがライフスタイル ･運動 .寸02maX関係図 (図 1,
図2)である｡図の細線 (- )はサイクルのつながりを示し,太線 (- )は有意な
相関のあることを示している｡その結果から次のような点が考察された｡
1.小学 6年生について















































































児童生徒のライフスタイル ･体力運動能力 ･寸0 2maX及び運動適応能の相互関連
因が影響しあっており,活動的な生活への取 り組みの必要性が示唆された｡
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